
   

   

点 鐘・ソング 奉仕の理想 

― 会 長 挨 拶 ― 

 

本島 克幸 会長  

皆様、こんにちは。 2026 年を迎え、早くも半月が

経過いたしました。本日も皆様の元気なお顔を拝見で

き、大変嬉しく存じます。さて、この時期は各団体の

新年会が重なり、2 月初旬まで多忙な日々が続く方も

多いかと存じます。複数の会を梯子される皆様におか

れましては、くれぐれもお体をご自愛ください。 

先週は当クラブでも新年例会を開催いたしました。

皆様と新春の慶びを分かち合い、今年度の活動に向け

た決意を新たにすることができました。親睦活動委員

会の皆様をはじめ、円滑な運営にご協力いただいた全

ての会員に、改めて感謝申し上げます。 

さて、年明け早々のニュースでは**「台風 1 号」の

発生**が報じられました。1 月の台風発生は、実はそ

れほど珍しいことではないそうですが、冬の乾燥が続

く館林にいると、南の海の嵐には驚かされます。思わ

ぬ天候の変化や災害への備えとして、皆様の事業所や

ご家庭でも、今一度安全管理にご留意いただければと

思います。 

こうした変化の激しい時代にあって、本日は私たち

の仲間である会員企業の素晴らしいニュースを共有さ

せていただきます。 この度、正田醤油株式会社様が、

2025 年度「グッドカンパニー大賞」において優秀企業

賞を受賞されました。この賞は、全国の中小企業の中

から、経営力の強化や技術開発、そして地域社会への

貢献において著しい成果を収めた企業に贈られる、非

常に名誉ある賞です。伝統を守りつつ革新を続ける正

田醤油様の姿勢は、我々ロータリアンにとっても大き

な学びであり、誇りでもあります。地域の一員とし

て、心からお祝い申し上げます。 

2026 年は始まったばかりですが、気候の変動のみな

らず、政治の世界でも衆議院の解散など、社会情勢の

動きが加速しています。 こうした激動の時こそ、正田

醤油様のような素晴らしい企業の背中を追いながら、

我々館林ロータリークラブも「超我の奉仕」の精神を

胸に、地域に根差した活動を力強く進めてまいりまし

ょう。 

本日も充実した例会となりますよう、よろしくお願

いいたします。 

 

― お 客 様 の ご 紹 介 ― 

 
館林地区消防組合 吉田 仁久 様 

 

― 会 務 報 告 ― 

              本島 克幸 会長 

Ｒ ８． １． ９（金）新年例会          

於・ニューミヤコホテル館林 

参加者 本島 克幸・藤島  厚・飯塚 一成 

石川 長司・石倉 利昭・今泉 始宏 

上野 和路・大澤 孝司・毛塚  宏 

小池 和敏・小池 敏郎・小暮 高史 

R.I 加盟承認１９５８年６月２日 

Club ID  １３９５６ 

２０２６年１月１６日(金) 第３２６５回例会報告（Ｎｏ，２３） 

館林ロータリークラブ会報 

ロータリー２０２５～２０２６年度 

ＵＮＩＴＥ ＦＯＲ ＧＯＯＤ 

よいことのために手を取りあおう 
第２８４０地区 ２０２５～２０２６年ロータリーのテーマ 

 
第２８４０地区 ２０２４～２０２５年ロータリーのテーマ 
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    小暮 雅𠀋・小堀 良武・正田  隆 

鈴木  誠・関井 宏一・関口  昇 

関口 良幸・多田 善洋・田中 聡美 

中世 吉昭・根岸 利正・野辺 昌弘 

羽鳥 紫乃・帆足 秀司・堀越 貴之 

堀越 丈礼・本間美儀男・松本 隆志 

森田信一郎・矢島 孝昭・谷田川敏幸 

山本  樹・横田 善次 

米山奨学生 シェルパ・ニマ・テンディ 

Ｒ ８． １．１４（水）（一社）館林青年会議所  

新年祝賀会

参加者 本島 克幸  於・ニューミヤコホテル館林 

 

今 後 の 予 定 
Ｒ ８． １．２４（土）米山奨学生選考会         

対象者 齊藤 一則   於・前橋問屋センター会館 

Ｒ ８． １．２４（土）地区補助金第１回予備 

審査会 

対象者 山本  樹    於・前橋商工会議所会館 

Ｒ ８． １．２５（日）第５０回館林市子ども会 

上毛かるた大会 

対象者 本島 克幸         於・郷谷公民館 

Ｒ ８． １．２５（日）職業奉仕セミナー        

於・前橋問屋センター会館 

対象者 本島 克幸・藤島  厚・飯塚 一成 

Ｒ ８． １．２５（日）青少年交換委員会・派遣 

候補生オリエンテーション 

対象者 荒木千津子       於・ガバナー事務所 

Ｒ ８． １．３１（土）米山梅吉記念館研修旅行        

於・米山梅吉記念館 

対象者 齊藤 一則・米山奨学生 

 シェルパ・ニマ・テンディ 

Ｒ ８． ２． ４（水）第３回公共イメージ・ 

ＩＣＴ推進委員会 

対象者 長柄 光則      於・ガバナー事務所 

Ｒ ８． ２． ７（土）第４分区Ｂ ＩＭ      

於・ニューミヤコホテル館林 

対象者 本島 克幸・藤島  厚・飯塚 一成 

石川 長司・石倉 利昭・上野 和路 

毛塚  宏・小池 和敏・小池 敏郎 

小暮 雅𠀋・小堀 良武・正田  隆 

    関井 宏一・関口 良幸・田部井孝一 

長柄  純・長柄 光則・根岸 利正 

松本 隆志・谷田川敏幸・山本  樹 

横田 善次 

Ｒ ８． ２．１４（土）地区チームラーニング 

セミナー        於・前橋問屋センター会館 

対象者 小暮 雅𠀋・宮内 敦夫 

Ｒ ８． ２．２１（土）ＤＥＩ推進委員会主催 

会員意見交換会          於・オンライン 

Ｒ ８． ３． ８（日）ＲＹＬＡ研修会            

於・高崎市労使会館 

Ｒ ８． ４．１１（土）桐生南ＲＣ創立６０周年 

記念式典         於・美喜仁桐生文化会館 

対象者 本島 克幸・藤島  厚 

 

Ｒ ８． ４．２２（水）第４分区Ａ・Ｂ９ＲＣ親睦 

チャリティゴルフ大会    於・鳳凰ゴルフ倶楽部 

Ｒ ８． ６． ２（火）現新会長・幹事会         

於・太田グランドホテル 

対象者 本島 克幸・藤島  厚・宮内 敦夫 

小暮 雅𠀋・山本  樹・中世 吉昭 

Ｒ ８． ６．１３（土）～１５（月）親睦家族旅行            

於・台湾 

対象者 本島 克幸・飯塚 一成・上野 和路ご夫妻 

毛塚  宏・小池 敏郎・関井 宏一 

関口 良幸ご夫妻・堀越 貴之 

    山本  樹ご夫妻 

 

― 幹 事 報 告 ― 

 
藤島 厚 幹事 

１．例会場・例会時間の変更 

２．会報、週報 

３．その他 
◆ガバナー事務所 

①ＲＹＬＡ研修会のご案内 

【日 時】３月８日（日）１０：３０～１６：００予定 

【会 場】高崎市労使会館 

【講 師】糸日谷美奈子氏 

     『東日本大震災体験談～助けられる人から

助ける人へ～』 

【登録料】３，０００円／人 

【対象者】１４歳以上から３０歳の熱意ある若者 

     ・第２８４０地区各ＲＣ推薦の高校生 

大学生・一般 

     ・インターアクト、ローターアクト、 

ロータリアンのご家族 

     ・ロータリアンの企業にお勤めの方 

     ・米山記念奨学生 

②２０２６－２７年度青少年交換委員会委員派遣の 

お願い 

③地区戦略計画委員会からのお願い 

④地区チームラーニングセミナーのご案内 

【日 時】２月１４日（土）１３：３０～１６：００ 

【会 場】前橋問屋センター会館 

【対象者】小暮 雅𠀋 

⑤次年度ガバナー補佐名刺校正確認のお願い 

◆（公財）ロータリー米山記念奨学会 

①２０２５－２６年度下期普通寄付金のお願い 

②「ハイライトよねやま ３１０号」のご送付 
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▼全文は、こちらよりご覧ください。 

https://www.rotary-

yoneyama.or.jp/content/uploads/summary/highlight310

_pdf.pdf 

◆安中ロータリークラブ／碓氷安中ロータリークラブ 

→ 事務局移転のご案内 

  【移転日】１月１２日（月） 

  【新住所】〒３７９－０１３１ 

       安中市古屋３３３－１㈱並木内 

  ※両クラブとも電話番号、ＦＡＸ番号、 

メールアドレス変更なし 

 

― 委 員 会 報 告 ― 

 
 出席委員会 小池 和敏 委員長          

例会出席報告 

通算３２６５回例会 

会 員 数 

出席率算出会員数 

５２名 

５０名 

出 席 者 数 ２４名 

欠 席 者 数 ２６名 

出 席 率 48.00％ 

前前回修正 73.58%～77.36％ 

 

 
ニコニコ BOX 委員会 石倉 利昭 副委員長 

― ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ ― 

☆本島 克幸会長       大変頂きました 

館林地区消防組合 吉田様、卓話ありがとうござい

ます。 

☆山本 樹副会長         頂きました 

館林地区消防組合、吉田様、本日は卓話、お願い 

いたします。 

☆藤島  厚幹事         頂きました 

本日は館林地区消防組合の吉田様、卓話よろしくお

願いいたします。 

☆小暮 高史会員         頂きました 

消防本部の吉田係長さん、ようこそ例会の講師とし

てご来訪いただき、ありがとうございました。ご父

兄には大変ご指導いただきました。 

☆長柄  純会員         頂きました 

久しぶりの例会出席です。今年もよろしくお願いし

ます。 

☆根岸 利正会員          頂きました 

本日は館林地区消防組合より吉田様をお迎えでき、

心よりお礼申し上げます。 

☆森田信一郎会員          頂きました

先週は入会 5 年の記念バッチをいただきありがとう

ございました。 

☆小池 和敏会員        大変頂きました 

先週、入会 5 年の記念バッチをいただきました。今

年は 50 歳なので、あと 50 年在籍できるように頑張

ります。 

☆齊藤 一則会員        大変頂きました 

先週は出席できず、大変申し訳ございませんでし

た。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。昨

年 12 月で入会 5 年が経ちました。引き続きご指導

よろしくお願い申し上げます。 

☆安間 崇人会員        大変頂きました 

新年あけましておめでとうございます。今年もどう

ぞよろしくお願いいたします。また、吉田司令補、

卓話よろしくお願いいたします。 

 

－卓 話－ 

 
プログラム・健康増進委員会 安間 崇人委員長 

https://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uploads/summary/highlight310_pdf.pdf
https://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uploads/summary/highlight310_pdf.pdf
https://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/uploads/summary/highlight310_pdf.pdf
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館林地区消防組合 吉田 仁久 様  

 
 

皆様、こんにちは。館林地区消防組合、消防本部通

信指令課通信指令第二係、係長の吉田仁久と申しま

す。本日はこのような場所にお招きいただきましてあ

りがとうございます。本日、ご依頼いただいてる通信

指令課がどのような仕事をしているのかと、その場所

でどのようなことを行っているのかを皆様に理解して

いただければと思いまして、スライドを作ってきまし

たので、説明させていただければと思います。 

まず、組合について館林地区消防組合と言いまして

組合組織となっております。管内は館林市、板倉町、

明和町、千代田町、邑楽町の 1 市 4 町で構成されてお

り、１市四町が組合になって運営する形となっており

ます。消防本部署について、消防本部と消防署という

２つの機能が一緒になっています。館林には西分署、

北分署があります。各町には 1 個ずつ消防署がありま

す。現在、消防職員が 196 名おりまして、うち女性が

4 名働いていただいております。本日の本題に入って

いきたいと思います。通信指令課のお話をする前に、

空白の 9 分というテーマをお話したいと思います。 

空白の 9 分とは、各消防署で 119 が鳴り、救急車が

現場に到着するまでに要する時間を言います。それが

全国平均、9.4 分平均でかかっています。この数値は

年々伸びている傾向にあります。館林地区組合管内は

8.6 分で全国平均より早めに到着しています。本日はこ

の 9 分の間に消防署ではどのような対応をしているの

か、通信指令課がどのようなやり取りを通報者の方と

してるのかを知っていただければと思い、お話しさせ

ていただきます。 

まず消防の対応は、119 番を受けることから始まり

ます。まず皆様がご承知の通り、電話で 119 番を押せ

ば出ます。館林消防署でいいますと 1 階にその施設が

あります。パソコン、モニターが沢山あり、パソコン

でボタンを押すと電話に出たり、車両決定したりでき

る装置があります。この場所で何をするかをまとめま

した。まず 119 を私達が取ります。取りましたら何が

あったのかを通報者の方に質問をします。 

救急なのか、火事なのか、まずそこがわからないと

判断が出来ませんのでこれを最初に聞きます。通報で

一番大切なことは、場所がどこかがネックになってお

り、とにかく場所がわからない。消防も警察も一緒で

すが出動することができないのです。どんなことがあ

ろうとも、場所を特定することを私達は一目散にやっ

ていきます。 

次に場所が特定できましたら、すでに出動になって

おりますので、詳しい状況をゆっくり聞くことになっ

ていきます。どのような内容なのか、交通事故なの

か、どこを怪我しているのか。火事であれば、何が燃

えてるのかを聞くことになります。通話しながら、救

急隊や消防隊に出動指令をかけています。要するに、

私が 119 を取りまして通報者の方と話をしている間

に、ボタンでどの車両とどの車両を出動してください

という命令をかけています。その話を聞いているとこ

ろで、大体数を追加したりしながら、出動する人たち

は別の隊が消防署の下に待機していますので、その人

たちは予告となります。そのところは後でご説明させ

ていただきますが、聞かれたことに落ち着いて答えて

いただければ大丈夫なシステムになっておりますの

で、ご安心いただければと思います。 

次に事業者さん、工場、大きい会社さん、事前に申

し出ていただければ通報訓練ができます。消防本部の

予防課、各消防署で受付しておりますので、従業員の

方に通報訓練の機会があれば、消防署に言っていただ

ければ、受付することができます。何時何分に本物の

119 番をしてみたいと言っていただければ訓練できま

すので、ご承知いただければと思います。 

先程もお話しましたが、通報においては、とにかく

場所がどこかということが非常に重要になってきます

ので、それだけ覚えていただければと思います。今、
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通報があったときは 119 番の位置情報を通信指令の部

屋で取ることができます。パソコンに鳴った瞬間に固

定電話であったり、IP 電話の場合でも場所がピンポイ

ントで地図に載ってきます。あまり心配なさらずに固

定電話の場合は場所等すぐ特定できますのでご安心く

ださい。最近多いのは携帯電話が沢山普及しています

ので、携帯電話の位置情報が ON になっていないと

GPS の位置情報が取れない状況になっていますので、

皆様の携帯は必ず、ON にしてください。ON にして

いただくと自分が 119 番して倒れたとしてもそこに行

くことができます。ON に入ってない場合ですと、

GPS の位置情報は 3000m から 4000m の円が表示され

ます。この円の中にいますということになりますの

で、円の 4000ｍ内を捜索するのは凄く大変なことで

す。GPS が入っていますと 5~6ｍぐらいの範囲で表示

されます。ですので、携帯電話の位置情報が ON にし

ておいていただけると助かります。余談になります

が、発信前に 184 番をつけてると駄目ですかと質問を

受けますが、184 番をつけても携帯番号は全て通知さ

れるようになっています。 

続きまして、119 番の通報件数ということでお話し

たいと思います。令和 7 年、年間約 9000 件、119 通報

がありました。携帯電話からの通報が約 4900 件、前

年は 4000 件ぐらいでしたので、大分増えています。

やはり携帯電話がどんどん普及してるというのが手に

取るようにわかる結果となっています。残りの 4000

件ぐらいは、IP 電話と固定電話で半々くらいとなって

います。種別は、火事なのか救急なのか救助なのかと

いうものがありまして、殆どが救急になりますが、救

急は年間 7085 件ということで、概算になりますが、1

日 30 件弱ぐらいの救急がある計算になります。救急は

本当に多く、火災の 114 倍とか救助の 68 倍ぐらいあ

りまして、救急が今の業務のメインとなっています。 

 
先程、テーブルにお配りした資料ですが、火災の発

生状況ということで、令和 7 年の発生状況は 60 件ほど

ありました。館林は 27 件ありまして、板倉が 15 件、

明和が 3 件、千代田が 5 件、邑楽が 10 件となってい

ます。損害額は参考程度に見ていただければと思いま

す。火災があれば必ず原因調査を行い、損害額の調査

も本署で行ってます。 

今一番、消防の方でお伝えさせてもらっているの

が、焚き火からの火災が多くなっています。自宅の枯

れ草とか田んぼの枯れ草を燃やして、自分の母屋に火

がついてしまったという事例が非常に多くなっていま

す。焚き火、野焼きは禁止されていることをご承知い

ただければと思います。 

次に消防の取り組みとして、先程、通報を受けたと

きに救急車だけ出動するのではなく、通報者の内容を

聞きまして、例えばマンパワーが必要であるとか、命

の危険性、意識がない、こちらは CPA と言いますが、

心肺停止状態のときは、どうしても機材とか、人手が

必要になりますので、今は消防車と一緒に救急車も出

動するように判断しています。聞き取りながら、息し

ていますとかしていませんとなったとき、私達は瞬時

に判断して車両を追加させて、2 台体制で出動させま

す。あとはドアが開いていないとか、1 人暮らしで鍵

が全部かかっている場合には、今度は救助隊というレ

スキューをつけて、鍵の破壊であったり、2 階からは

しごで登って入っていったり、瞬時に判断して出動を

かけます。現状この様な状況です。交通量が多い国道

354 線での交通事故では、交通整理も実施しなくては

ならないので、消防車も一緒に出動させたりします。 

通報から出動までの流れを図にしてみました。119

番通報があって受信します。次に災害種別の決定、火

災なのか救急なのかの判断と、災害場所を決めます。
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その時点で自動的にパソコンに入力しますと、予告指

令といって、この辺りで事件がありましたよと、各所

に自動的に行くようなシステムになっています。その

後、車両の編成、追加の人が必要なのか、交通事故で

すと 2、3 人、怪我人が出たりしますので、救急車を 2

台 3 台出すこともありますので、車両の編成をしま

す。そして初めて出動という命令を私達は出します。 

瞬時に判断をしなければいけない仕事となります。 

本日少し知っていただきたかったことは、困った

119 番通報が最近多くなってきています。火災、救急

とは関係はないですが、お腹痛い、病院どこですか？

という 119 番を使って聞いたり、救急車を呼ぶかどう

か、迷っているという 119 番が多いです。今は＃711

番という、病院の方が判断する電話がありますので、

消防は医療的な話ができない立場にありまして、こう

いう症状だから、どうしたらいいですかと言われまし

ても、答えにくいところがあります。倒れている、呼

吸がないとか命の危険のときに 119 番にかけてもらう

ような形の方がよろしいかなと思います。わからない

場合はテレホンサービスとか、代表電話にこの様な案

件で聞きたいとかけていただければと思います。 

あと、間違って 119 番にかけてしまうことが結構あ

ります。今は携帯電話を落とすと人が倒れたと判断し

て、自動的に通報してくれるシステムを使っている携

帯電話キャリアさんがあります。たまに間違えてかか

ってくることがあります。私達はその通報が本当に倒

れてるのか倒れていないのかを電話でしか判断するこ

とができませんので、必ず受けます。出動し大丈夫だ

ったということももちろんありますし、かかってきて

無言であったり、切れてしまう場合は必ずコールバッ

クします。そのときは安心して出ていただき、間違っ

てかけてしまったと言ってもらえれば幸いです。 

そしてお願いが１つあります。困った通報実例動画

がありますので見ていただければと思います。 

（動画再生中） 

（動画終了） 

一方的に話しをして、電話を切られる方が結構いま

す。通報のときに心がけていただくことは、私達がゆ

っくり質問しますので、1 個ずつ落ち着いて答えても

らえればと思います。慌ててしまうと、うまく伝わり

ませんので、私達も心を落ち着けて、うまく話し、礼

節を持ちながら対応しております。この様な通報事例

がありますということを知っていただければなと思い

ます。 

先程の動画にもありましたように、要望の多い事例

でサイレンを鳴らさないで来てもらえませんか？とい

う事例が多くあります。世間体を気にされると思いま

すが、道路交通法でサイレンを鳴らさないといけない

と法律で決まっております。通報者には必ずお断りす

るようにしています。法律で決まっておりますのでご

了承いただければと思います。一時的な近所の目より

も命の方が大事です。命を優先すると思っていただけ

ればと思います。サイレンは絶対に鳴らさないといけ

ないと一つ覚えていただければと思います。 

最初お話した通り、空白の 9 分間は、要するに私達

が通報を受けてから、現場に到着するまでの時間。先

程 9 分ぐらいかかると申し上げましたが、消防がどう

しても手出しができない空白の 9 分間というのがあり

まして、いかにそれを埋めようということを私達、通

信指令課および現場対応課も含めて、毎日考えて活動

しております。 

その例ですが、指令員が電話が繋がっていますので

指令員が口を出すことで、お手伝いをすることがあり

ます。先程言ったように、こちらの質問にまず答えて

もらい、落ち着いていただければ、私達が指示を出し

たりすることができますので安心してもらい、口頭指

導と言いまして、例えば意識呼吸がないというときに

は、心臓マッサージを開始してくださいということ

で、やり方や他指示をお伝えします。出血がある場合

は、血が止まらないときは、この様に止血してみてく

ださいというお話もします。必ず電話口でサポートし

ますので、行動に移すかどうかは皆様、通報者次第に

なりますが、私達は思った通りに対応してるかどうか

は音声ですのでわからない現状になります。昨年度、

館林地区消防で取り入れましたのが、ライブ 119 とい

う装置になります。こちらがかなり有効になります。

電話口だと状況もわからない、音声だけで全てを想像

して判断していたことが、今はスマートフォンの普及

によって、それが僕らの目になってカメラによって現

場を映し出してくれることができるようになりまし

た。見えない現場から見える現場にということで、こ

れからその紹介動画をちょっと見ていただきます。ケ

ーブルテレビさんと共同で作らせてもらった動画で

す。 

（動画再生中） 
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ケーブルテレビをご覧の皆様こんにちはデバイス主消

防組合通信指令課の渋沢拓海と申します。今回、通信

指令課にいる新しく導入されたライブ 119 の紹介をさ

せていただきます。ライブ 119 は、これまでの音声の

みの 119 番通報に加え、現場の状況を映像で送信して

いただくことで、消防がより多くの情報を入手するこ

とが可能となるシステムです。言葉では伝わりにくい

状況を映像で確認できるため、救急車以外にレスキュ

ーが必要といった判断ができるだけでなく、急病の方

や負傷者の状態を、救急車が到着する前に確認できる

ため、応急手当を指示することも可能となります。そ

れでは、実際にどのように使用されるのか、ご覧くだ

さい。 

 119 番消防です。火災ですか。救急ですか。救急車

をお願いします。救急車ですね。そうしましたら救急

車を向かわせる住所を教えてください。 

館林市上赤生田町です。場所確認できました。男性で

すか。女性ですか。40 歳の男性なんですけど。どうさ

れましたか。休憩室にお伺いしたら、倒れていまし

た。何か他に症状とかってありますか。存じ上げませ

ん。その方の大きなご病気とかで何かありますか。糖

尿病と聞いたことがあるんですけど、後はわからない

です。糖尿病ですね。わかりました。そうしましたら

お使いのお電話スマートフォンですか。はい。多少の

通信料がかかってしまうのですが、現場の状況を撮影

して送信していただけますか。わかりました。はい。

ありがとうございます。それではまず普通のスピーカ

ーにしてください。これからショートメールに URL を

送りますので、受信した URL を開いて、承諾して次へ

をタップしていただき、その後は許可をタップして画

面を進めて行ってください。最後に、赤い賛成ボタン

が真ん中に表示されますので、それをタップして撮影

を開始してください。はい。こちらで確認できてま

す。ご協力ありがとうございます。それでは救急車が

向かってますので、電話を切ってお待ちください。最

後に通報者ということで、あなたのお名前を申してく

ださい。 

ライブ 119 はご覧いただいたような場面だけでな

く、火災現場や急病人で意識がないといった場面でも

活用することができます。スマートフォンからの通報

が条件となりますが、具体的にどのような操作が必要

になるのか見ていきたいと思います。119 番通報は必

ず電話番号が表示されます。携帯電話からの通報の場

合は、スマートフォンを利用しているか確認します。

スマートフォンからの通報の場合は、若干の通信料が

かかること、映像の送信に協力いただけるかを確認し

ます。承諾いただけたら 119 番通報を続けながら画面

を操作してもらう必要があるため、スピーカー通話に

切り替えるようお願いをします。この操作がわからな

いスマートフォンに不慣れな方の場合は、ライブ 119

の活用は見送らせていただきます。スピーカー通話に

切り替えられたら、通報電話番号のショートメールサ

ービスにライブ 119 を起動させる URL を送りますの

で、メールを開いて URL をタップしてください。

URL をタップすると、承諾を求められますので、省略

して次へをタップしてください。いくつか許可を求め

るメッセージが表示されますので、許可をタップして

進んでください。画面の向きを変える表示は気にしな

くても結構です。画面の中央に赤い撮影ボタンが表示

されたら、そこをタップしていただくと、撮影と映像

の送信が開始されます。皆様から 119 番通報を受けた

ら、音声通話だけで迅速に救急車や消防車の操作をし

ますので、ライブ 119 は必ず使用するわけではありま

せん。映像を見ながら応急手当の指導をしたり、方法

がわからない方にはこちらからの応急手当の画像を送

信することも可能です。 

交通事故や火災現場では、撮影に夢中になって現場

に近づくと危険ですので映像を見て危険と判断した注

意を促す画面を表示したり、使用を中止する場合もあ

ります。消防の災害対応は、119 番から始まります。

慌てず落ち着いて、私達がお聞きする内容にお答えく

ださい。命を守る行動へのご協力をお願いします。 

（動画終了） 

以上となります。今のがライブ 119 と言いまして最

近かなり有効に使わせてもらっています。口頭ですと

心肺蘇生のやり方がわからないという方に、相手の携

帯に映像を送ることもできます。このようにやってく

ださいということで、その人は携帯電話を見るだけ

で、真似して心肺蘇生で社会復帰できたというパター

ンも何件かあります。火事の状況も、何が燃えている

のかも、口頭で伝えるのが難しく、そういったときに

ライブ 119 がかなり有効になりまして、どのぐらいの

規模の隊を出動させたらいいかを判断することができ

るようになりました。今、最先端の通信支援の装置と

して、ライブ 119 はすごく有効に使われておりますの
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で、今後周知していただいて、活用していただければ

と思っております。 

現場と通信指令課の取り組みといたしまして、先程

の 9 分間を埋めるために何をしているのかといいます

と、通信指令課は状況を知って、現場に無線でいろい

ろ情報を伝えます。何歳の男性が何で倒れているとい

うことを無線で伝えます。通報者から指令員が現場を

聞き取って、救急隊に伝えることは一つ有効になりま

すが、結局、救急隊の方が情報を取得するかが大事に

なってきます。要は伝言ゲームになってしまうわけで

す。通報者がいて、通信指令員がいて、それを救急隊

に伝えるということが今までの流れでありましたが、

言葉だと伝わりにくいことがありますので、救急隊が

通報者の方に直接電話をする取り組みが始まってい 

ます。要するに場所とある程度の内容がわかれば、あ

とは救急隊の人がその方の症状を知るということが一

番有効なわけです。よって、出動させるときに、相手

の通報番号が救急隊にわかるようになっておりまし

て、救急隊隊長は出動しながら相手に電話をかけて、

聞きながら、空白の 9 分間、相手の状況がどうかを、

現場の隊員が把握する試みが今進んでます。これをプ

レアライバルコールといいまして、事前に電話をする

という意味になります。今、そういう取り組みを行っ

ています。よって、通報した後に、最近は細かく聞か

ず、救急隊に直接聞いてくださいと救急隊に指示を出

したりすることが増えました。電話が繋がってると本

当に出動してるかどうか。その電話を取ってる人が出

動していると思い込んでる方が多く、イライラする方

も多いです。それを防ぐためにも、こういった取り組

みをさせてもらっております。本日は通信課の仕事を

説明させていただきました。内容はこれにて終了とな

ります。最後に何かご質問があれば申していただける

と幸いです。ご清聴ありがとうございました。 

 

 
 

 
小池 和敏 S・A・A 

 

＜本日のお食事＞ 

 
バターチキンカレー 
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